
　
自
ら
学
び
考
え
る
な
ど
の
「
生
き
る

力
」
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
ね
ら
い
と
し

た
新
し
い
学
習
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
文
部
科
学
省
の
い
う
「
生
き
る
力
」

と
は

●
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
、
自
ら
学
び
、

自
ら
考
え
、
主
体
的
に
判
断
し
、
行
動

し
、
よ
り
よ
く
問
題
を
解
決
す
る
能
力

●
自
ら
を
律
し
つ
つ
、
他
人
と
協
調
し
、

他
人
を
思
い
や
る
心
や
感
動
す
る
心
な

ど
豊
か
な
人
間
性
と
た
く
ま
し
く
生
き

る
た
め
の
健
康
と
体
力
な
ど
で
す
。

　
こ
の
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
に

は
、
「
豊
か
な
人
間
性
」
や
、
た
く
ま

し
く
生
き
る
た
め
の
「
健
康
や
体
力
」

と
と
も
に
、
自
ら
学
ぶ
意
欲
や
行
動
力

な
ど
を
兼
ね
備
え
た
「
確
か
な
学
力
」

が
大
切
で
す
。

　
「
学
力
」
を
考
え
る
と
き
に
、
従
来

は
知
識
や
技
能
の
習
得
に
偏
り
が
ち
で

し
た
。
現
在
、
学
校
で
は
知
識
、
技
能

に
加
え
、
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
、
自

ら
学
び
、
自
ら
考
え
主
体
的
に
判
断
し
、

行
動
し
、
よ
り
よ
く
問
題
を
解
決
す
る

資
質
や
能
力
を
も
含
め
て
学
力
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
学
力
を
育
成
す
る
に
は
、

黒
板
に
先
生
が
書
い
た
事
柄
を
ノ
ー
ト

に
書
き
写
す
よ
う
な
授
業
で
は
な
く
、

一
人
一
人
の
子
ど
も
に
応
じ
た
よ
り
き

め
の
細
か
い
指
導
を
行
っ
て
知
識
や
技

能
を
高
め
る
と
と
も
に
、
体
験
を
通
し

て
、
子
ど
も
自
ら
が
工
夫
し
て
問
題
を

解
決
す
る
よ
う
な
学
習
が
必
要
で
す
。

　
立
川
市
の
小
・
中
学
校
で
は
、
本
年

度
、
毎
日
の
学
校
で
の
授
業
を
通
し
て

一
人
一
人
の
子
ど
も
た
ち
に
「
確
か
な

学
力
」
を
は
ぐ
く
ん
で
い
く
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
理
解
の
程
度
に
差
が
つ
き

や
す
い
算
数
・
数
学
等
で
は
教
員
や
講

師
を
配
置
し
て
少
人
数
に
よ
る
指
導
を

行
っ
た
り
、
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
個
別
指
導
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、
地
域
の
施
設
に
出
向
い
て
調
べ

た
り
、
様
々
な
方
と
の
交
流
を
通
し
て

学
ぶ
学
習
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
評
価
の
方
法
も
、
テ
ス
ト
に
よ
る
相

対
評
価
の
み
で
は
な
く
、
日
常
の
学
習

の
取
り
組
み
を
含
め
て
、
学
習
目
標
に

ど
の
程
度
到
達
を
し
た
の
か
を
評
価
す

る
方
法
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
学
校
で
は
、
日
々
の
学
習
に
お
い
て
、

内
容
の
繰
り
返
し
学
習
等
を
通
し
て
基

礎
的
・
基
本
的
な
知
識
や
技
能
の
定
着

を
図
る
だ
け
で
な
く
、
体
験
的
な
活
動

や
問
題
解
決
的
な
学
習
等
の
充
実
を
図

る
こ
と
を
通
し
て
思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
な
ど
様
々
な
資
質
や
能
力
を
育

て
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
毎
時
間
の
指
導
の
ね
ら

い
を
明
確
に
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
市
立
小
・
中
学
校
で
は
、
道
徳
授
業

の
地
区
公
開
講
座
の
ほ
か
、
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
や
運
動
会
、
教
育
研
究
発
表
会

な
ど
様
々
な
形
で
学
校
の
教
育
活
動
を

公
開
し
て
い
ま
す
。
学
校
に
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
、
い
つ
で
も
授
業

等
を
参
観
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
変
わ
っ
て
き
た
学
校
教
育
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
教
育
相
談
室
で
は
、「
教
育
相
談
」

と「
就
学
相
談
」を
し
て
い
ま
す
。

　「
教
育
相
談
」で
は
、こ
と
ば
が
遅

い
、友
達
と
遊
べ
な
い
、幼
稚
園
・
保

育
園
や
学
校
に
行
き
た
が
ら
な
い
な

ど
、子
育
て
の
心
配
事
や
子
ど
も
か

ら
の
相
談
に
の
っ
て
い
ま
す
。

　「
就
学
相
談
」で
は
、子
ど
も
の
望

ま
し
い
就
学
先
を
保
護
者
と
一
緒
に

考
え
て
い
き
ま
す
。

　
相
談
は
、予
約
制
で
す
の
で
、必
ず

電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。直
接
、相
談

室
に
い
ら
っ
し
ゃ
れ
な
い
場
合
は
、

電
話
に
よ
る
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　
教
育
相
談
室
の
ほ
か
に
も
教
育
の

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。図
を
参
考

に
し
て
子
ど
も
の
成
長
や
悩
み
に
応

じ
て
相
談
機
関
を
選
び
、気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
教
育
相
談
室
�（
５
２
７
）６
１

７
１

　
　
指
導
課
・
内
線
２
３
９

●
教
育
研
究
発
表
校
の
紹
介

　
立
川
市
立
学
校
で
は
、
教
育
に
関

す
る
テ
ー
マ
を
決
め
て
実
践
研
究
を

し
て
い
ま
す
。
そ
の
研
究
成
果
を
他

校
の
先
生
方
向
け
に
紹
介
す
る
研
究

発
表
会
を
左
記
の
予
定
で
行
い
ま
す
。

市
民
の
方
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　○
１
月
１６
日
（
金
）
立
川
第
一
中
「
豊

か
な
心
を
育
む
学
校
づ
く
り
」

○
１
月
１９
日
（
月
）
大
山
小
「
学
ぶ

楽
し
さ
を
知
り
、
生
き
生
き
と
活
動

す
る
児
童
の
育
成
」

○
１
月
２３
日
（
金
）
幸
小
「
自
ら
の

考
え
を
も
ち
、
主
体
的
に
学
ぶ
児
童

の
育
成
」

○
１
月
２９
日
（
木
）
第
七
小
「
か
か

わ
り
合
っ
て
学
び
、
の
び
や
か
に
活

動
す
る
子
ど
も
の
育
成
」

○
２
月
５
日
（
木
）
立
川
第
五
中
「
基

礎
基
本
の
定
着
」

○
２
月
６
日
（
金
）
け
や
き
台
小
「
自

ら
考
え
、
自
ら
学
ぶ
力
の
育
成
」

○
２
月
１８
日
（
水
）
立
川
第
三
中
「
自

己
表
現
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
高
め
る
教
育
活
動
の
工
夫
」

　
１
月
２２
日
（
木
）

　
　
　
　
　
第
八
小
・
け
や
き
台
小

　
　
　
　
　
西
砂
小
・
南
富
士
見
小

　
１
月
２６
日
（
月
）
柏
小

　
１
月
２７
日
（
火
）

　
　
　
　
　
南
砂
小
・
松
中
小

　
２
月
２
日
（
月
）
立
川
第
二
中

　
２
月
１０
日
（
火
）
第
十
小

　
２
月
１３
日
（
金
）
上
砂
川
小

＜総合的な学習の時間のねらいは？＞
　自ら学び自ら考える力や学び方、ものの考え方を身に付け、問題

を解決したり、自己の生き方を考えたりできるようにすることが、

小学校から高校までの共通したねらいです。発達段階に合わせて、

学校ごとの特色を生かすために、具体的な目標や活動を工夫します。

＜どんな活動をするの？＞
○ 環境、福祉・健康、国際理解などのテーマを学校や学年で決めて

　 学習をします。学校ごとに特色があり、取り組む活動は異なります。

　 小学校では英会話に親しむ活動も始まりました。

○ 地域に出ての活動や、学校外の人々とのふれあい活動が増えまし

　  た。グループでの活動も増えました。

○ 自らの工夫を大切にした体験的な学習や問題解決的な学習を行い

　 ます。学習成果の発表などを通して表現力を育てます。

＜立川市立学校の活動の特色は？＞
　市立小・中学校では、多くの学校で地域の方々とのふれあいやか

かわりを大切にしています。また、学校へ地域のボランティアの方

に来ていただいての活動も盛んです。様々な人との交流が増えたこ

とで、活動も広がりを見せています。これからも工夫や改善をし、

充実した時間にしていきます。

　知識や技能に加え、学ぶ
意欲や、自分で課題を見付け、
自ら学び、自ら考え、主体
的に判断し、行動し、より
よく問題を解決する資質や
能力など

自らを律しつつ、他人と協調し、
他人を思いやる心や感動する
心など

たくましく生きるため
の健康や体力

豊かな人間性

確かな学力
判
断
力思

考
力

課題発見能力

学
ぶ
意
欲

知
識
・
技
能

学
び
方

問題解決能力

表
現
力

基礎・基本

立川市における相談体制について

立川市教育相談室

臨床心理士等による
保護者と子供の相談

小学校4校
ハートフル
フレンド

中学校全校
スクール
カウンセラー

立川少年
センター

東京都教育
相談センター

立川児童相談所

警視庁立川警察署

多摩立川保健所

児童・生徒、
保護者の
相談

子供家庭
支援センター

児童民生委員

主任児童委員

保 　護　 司

校内における
教育相談体制

児童・生徒

保護者

学
校
の
授
業
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た

学
校
の
授
業
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た

学
校
の
授
業
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た

学
校
の
授
業
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た

学
校
の
授
業
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た

「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
学
力
と
は

●
市
の
教
育
相
談
を

　
　
　
　
　
　
ご
活
用
く
だ
さ
い

問問

〔
研
究
発
表
校
と
テ
ー
マ
〕

●
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
に
も

ご
来
校
く
だ
さ
い
。
〔
３
学
期
分
〕

「
生
き
る
力
」
と
は
？

確
か
な
学
力
と
は
？

立
川
で
は
ど
う
し
て
い
る
の
？

立
川
の
学
校
を
見
に
行
こ
う

生きる力をはぐくむ「総合的な学習の時間」

青少年補導連絡会等

12／1平成15年
（2003年）
年2回発行

第2号
編集・発行／立川市教育委員会
〒１９０-００２２　立川市錦町３-２-２６

�０４２（５２３）２１１１（市役所代表）
�立川市ホームページ�

ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.city.tachikawa.tokyo.jp/

立川市教育だより

確かな学力健康・体力

市内小・中学校

東京都立川市

教育委員会 保育園

幼稚園

「生きる力」「生きる力」「生きる力」

教育だよりの『たっち』は、みんなの心や輝きへの「タッチ」を通して、「たちかわ」の地域・家庭・学校が手をつないで、生涯を通じた学びを推進したいという思いを込めて付けた名前です。
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十
一
月
二
日（
日
）、
市
民
会
館
で
、

市
内
の
中
学
生
十
五
名
が
意
見
発
表
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
、
立
川
七
中
二
年
藤
元
さ

ん
の
市
長
賞
を
は
じ
め
、
議
長
賞
・
教

育
委
員
長
賞
各
二
名
、
特
別
賞
一
名
、

青
少
年
問
題
協
議
会
会
長
賞
九
名
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
努
力
賞
二
十

名
も
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
昨
年

を
上
回
る
二
、
五
四
七
編
の
応
募
が
あ

り
、｢

親
へ
の
憧
れ｣

、｢

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動｣

、
「
社
会
事
情
へ
の
目
」
、

「
将
来
の
こ
と
」
な
ど
、
ど
れ
も
中
学

生
ら
し
い
作
品
で
、
当
日
発
表
者
の
選

考
に
審
査
員
は
大
変
苦
労
さ
れ
た
よ
う

で
し
た
。

　
　
青
少
年
課
・
内
線
（
３
４
２
）

　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
農
業
体
験
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
九
中
農

園
は
、地
域
の
Ｊ
Ａ
十
支
部
の
全
面
的
な
支
援
な
し
に
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。

こ
の
農
園
で
は
サ
ツ
マ
イ
モ
、
里
芋
、
落
花
生
、
大
根
な
ど
十
一
種
類
の

作
物
を
栽
培
し
、夏
休
み
前
に
は
と
う
も
ろ
こ
し
、枝
豆
が
収
穫
で
き
、夏

休
み
中
の
作
業
で
は
甘
く
て
お
い
し
い
ス
イ
カ
に
か
ぶ
り
つ
き
ま
し
た
。

収
穫
祭
で
は
畑
で
獲
れ
た
里
芋
、
大
根
、
に
ん
じ
ん
、ご
ぼ
う
を
入
れ
た

豚
汁
を
Ｊ
Ａ
の
方
々
と
一
緒
に
全
校
生
徒
が
食
し
ま
し
た
。
牛
糞
の
堆
肥
、

葉
い
っ
ぱ
い
に
つ
い
た
ア
ブ
ラ
ム
シ
や
青
虫
、爪
の
間
に
詰
ま
っ
た
泥
‥

‥
。多
く
の
体
験
か
ら
生
徒
た
ち
は「
自
然
」に
関
す
る
個
人
テ
ー
マ
を
設

定
し
、総
合
的
な
学
習
を
完
成
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
十
支
部
の
支
援
に
よ
る
学
校
農
園

日
々
、
自
己
実
現 O

nly O
ne

体
験
か
ら
学
ぶ
　
生
き
る
力

ト
ラ
イ
ア
ル 

3
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ

命
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
る
教
育

豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む

立川第九中学校
生徒数256人
若葉町3-19-５ �535-1415

　
子
ど
も
た
ち
に
「
生
き
る
力
」
を
は

ぐ
く
む
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
新
し
い

教
育
課
程
が
平
成
十
四
年
度
か
ら
始
ま

り
、
中
学
校
教
育
は
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
が

始
ま
り
、
選
択
学
習
が
増
え
た
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
の
授
業
の
様
子
と
違
い
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
こ
こ
で

ご
紹
介
を
し
ま
す
。

Ｑ
　
ど
う
し
て
中
学
校
で
は
選
択
学
習

が
広
が
っ
た
の
で
す
か
。

Ａ
　
中
学
校
で
は
、
生
徒
の
能
力
・
適

性
、
興
味
・
関
心
が
多
様
化
し
て
き
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
に
適
切
に
対
応
す

る
た
め
、
生
徒
が
自
分
で
選
択
し
て
学

習
で
き
る
幅
を
一
層
拡
大
し
て
、
個
性

の
伸
長
を
図
る
教
育
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
な
教
科

で
、
ど
の
く
ら
い
の
時
間
が
あ
る
の
で

す
か
。

Ａ
　
教
科
は
全
九
教
科
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
一
年
生
は
週
当
た
り
一
単
位
時

間
（
５０
分
）
ま
で
、
二
、
三
年
で
は
各

学
年
で
、
週
当
た
り
二
単
位
時
間
ま
で

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
時
間
は

各
学
校
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
と
の

関
係
が
あ
り
ま
す
の
で
、
学
校
ご
と
に

違
い
が
あ
り
ま
す（
最
大
一
年
３０
時
間

〜
三
年
１６５
時
間
）。各
学
校
の
教
育
方
針

に
も
と
づ
き
、
学
校
ご
と
に
設
定
し
て

い
ま
す
。

Ｑ
　
絶
対
評
価
に
な
っ
た
と
聞
き
ま
す

が
。
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

Ａ
　
こ
れ
ま
で
の
評
価
は
、
集
団
の
中

の
順
位
で
評
価
す
る
相
対
評
価
で
し
た
。

現
在
は
、
生
徒
一
人
一
人
が
学
習
指
導

要
領
に
示
す
目
標
や
内
容
を
ど
こ
ま
で

達
成
で
き
て
い
る
か
を
見
る
評
価
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
絶
対
評

価
と
い
う
も
の
で
す
。

Ｑ
　
ど
う
し
て
変
え
た
の
で
す
か
。

Ａ
　
集
団
の
中
で
の
過
度
の
競
争
を
避

け
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
目
標
へ

の
達
成
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
達
成
で

き
る
喜
び
を
味
わ
わ
せ
、
学
ぶ
意
欲
へ

と
つ
な
げ
て
く
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

Ｑ
　
授
業
中
に
手
を
挙
げ
て
答
え
る
、

提
出
物
を
き
れ
い
に
仕
上
げ
る
と
良
い

評
価
が
つ
く
の
で
す
か
。

Ａ
　
意
欲
的
な
学
習
態
度
は
、
教
科
に

関
す
る
「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」
の
評

価
に
反
映
し
ま
す
が
、
そ
れ
の
み
で
教

科
の
評
価
は
行
い
ま
せ
ん
。
教
科
の
評

価
は
関
心
・
意
欲
・
態
度
の
ほ
か
に
「
技

能
・
表
現
」
、
「
思
考
・
判
断
」
、
「
知

識
・
理
解
」
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か

ら
評
価
し
、
そ
れ
を
総
合
し
て
評
定
を

行
い
ま
す
。

Ｑ
　
ど
う
し
て
中
学
校
で
は
、
二
学
期

制
を
導
入
し
て
い
る
学
校
が
四
校
あ
る

の
で
す
か
。

Ａ
　
い
わ
ゆ
る
絶
対
評
価
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
こ
の
評
価
を
よ
り
一
層
充
実

さ
せ
、
指
導
に
生
か
す
た
め
に
、
長
い

期
間
で
評
価
を
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
、

学
期
の
期
間
を
長
く
と
る
二
学
期
制
を

導
入
し
ま
し
た
。

Ｑ
　
ど
う
し
て
二
学
期
制
と
三
学
期
制

の
学
校
が
あ
る
の
で
す
か
。

Ａ
　
現
在
の
学
校
教
育
は
、
学
校
ご
と

の
特
色
や
工
夫
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
二
学
期
制
の
方
が
よ
り
一

層
指
導
と
評
価
が
充
実
で
き
る
と
考
え

準
備
を
進
め
て
き
た
学
校
か
ら
導
入
を

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

Ｑ
　
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
変
化
が
あ

っ
た
の
で
す
か
。

Ａ
　
部
活
動
は
学
校
の
教
育
課
程
の
中

に
は
含
ま
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
部
活
動
は
生
徒
全
員
が
入
ら
な
く

と
も
よ
く
な
り
ま
し
た
。
部
活
動
の
顧

問
の
先
生
も
必
須
で
は
な
く
な
り
、
学

校
の
小
規
模
化
、先
生
の
高
齢
化
も
伴

っ
て
、
指
導
で
き
る
先
生
も
少
な
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
充
実
し
て
い
く

た
め
、
先
生
方
の
協
力
を
得
た
上
で
外

部
か
ら
指
導
者
を
招
き
、
学
校
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

問申・・・申し込み ・・・問い合わせ凡例

　
本
校
の
特
色
あ
る
教
育
活
動
は
、
①
人
権
教
育
研
究
指
定
校
と
し
て
、

生
命
尊
重
・
人
権
尊
重
の
精
神
の
育
成
に
重
点
を
置
き
、
自
尊
感
情
、
共

生
の
心
の
大
切
さ
を
教
え
ま
す
。
②
最
新
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
技
術
が

身
に
付
き
ま
す
。
③
全
４８
の
多
様
な
コ
ー
ス
で
学
べ
る
選
択
教
科
を
開
設

し
ま
す
。
④
毎
朝
の
読
書
活
動
に
よ
り
読
書
習
慣
が
身
に
付
き
ま
す
。
⑤

テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
、
少
人
数
指
導
に
よ
る
個
に
応
じ
た
き
め
細

や
か
な
指
導
を
し
ま
す
。
⑥
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
と
の
交
換
留
学
、
国
際

交
流
事
業
を
し
ま
す
。
⑦
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
個
別
教
育
相
談
を
し
ま
す
。
⑧
英
語
検
定
資
格
３
級
以
上
の
合

格
を
目
指
し
ま
す
。
お
気
軽
に
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
と
ち
の
葉
タ
イ
ム
（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
）
で
は
、
身
近
な
地
域
で

の
体
験
活
動
を
通
し
て
自
ら
の
生
き
方
を
考
え
る
力
の
育
成
に
努
め
て
い

ま
す
。
一
年
生
は
、
農
家
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
農
業
体
験
を
行
い
、

働
く
こ
と
の
意
義
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
二
年
生
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
団
体
の
方
々
へ
の
訪
問
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
高
齢
者
・
障
害
者
施

設
で
の
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
一
、
二

年
生
で
の
体
験
学
習
を
も
と
に
、
三
年
生
で
は
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
・

関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
を
選
び
、
課
題
を
追
究
す
る
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
の
様
々
な
人
々
と
か
か
わ
る
こ
と
で
、
感
動
や
感
謝
の
気
持
ち
を
学

び
、
自
ら
の
生
き
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。 立川第四中学校

生徒数348人
幸町5-49-1 �536-2411

立川第七中学校
生徒数534人
西砂町6-28-3 �531-0511

　
夢
に
向
か
っ
て
進
む
生
き
方
！
自
分
ら
し
い
生
き
方
！
生
徒
一
人
一
人

が
自
分
の
夢
を
も
ち
、
自
分
の
生
き
方
を
し
っ
か
り
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
、

三
年
間
を
見
通
し
た
進
路
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
年
生
で
一
日
職
場

訪
問
体
験
、
二
年
生
で
上
級
学
校
訪
問
、
そ
し
て
三
年
生
で
三
日
間
の
職

場
体
験
を
行
い
ま
す
。
今
年
度
、
三
年
生
は
約
７０
の
事
業
所
で
三
日
間
働

く
職
場
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
三
年
生
に
な
る
と
卒
業
後
の
進
路
に

つ
い
て
の
意
識
が
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
時
期
に
実
際
の
職
場
で
働
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
将
来
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
具
体
的
な
か
た
ち
で
必
ず
見
え
て
き

ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
の
将
来
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
、
今
何
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

立川第五中学校
生徒数661人
上砂町3-27-1 �536-2511

　
六
中
の
行
事
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
。
生
徒
が
一
つ
に
な

っ
て
燃
え
上
が
る
合
唱
の
迫
力
は
、
他
校
に
負
け
な
い
自
信
が
あ
り
ま
す
。

東
京
都
教
育
委
員
会
か
ら
表
彰
を
受
け
た
こ
と
も
あ
る
生
徒
の
桜
並
木
清

掃
、
社
会
科
の
模
擬
裁
判
な
ど
も
、
六
中
の
特
色
と
し
て
定
着
し
て
い
ま

す
。
音
楽
の
授
業
で
は
、
新
た
に
琴
の
学
習
も
始
ま
り
ま
し
た
。
総
合
的

な
学
習
の
時
間
は
、
共
生
を
全
体
テ
ー
マ
と
し
て
、
社
会
や
自
然
と
共
生

し
よ
う
と
す
る
意
欲
と
力
を
育
て
て
い
ま
す
。
二
年
生
の
総
合
的
な
学
習

の
時
間
は
、
テ
ー
マ
を
「
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
」
と
し
て
、
地
域
の

方
々
と
の
交
流
を
軸
と
し
た
活
動
を
行
い
、
九
月
に
ホ
テ
ル
、
郵
便
局
、

幼
稚
園
な
ど
、
４０
の
職
場
に
分
か
れ
て
三
日
間
の
仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。

立川第六中学校
生徒数424人
泉町786-16 �537-3195

　
二
中
で
は
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
を
「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
」
と
い
っ

て
い
ま
す
。
一
年
生
は
「
話
し
合
い
学
習
」
「
環
境
Ⅰ
〜
水
」
、
二
年

生
は
「
福
祉
」
「
環
境
Ⅱ
」
、
三
年
生
で
は
「
国
際
理
解
」
を
テ
ー
マ

に
、
生
徒
が
自
分
た
ち
で
課
題
を
設
定
し
、
様
々
な
体
験
を
し
な
が
ら

学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。
「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
」
で
は
生
徒
が
地
域
に
出
て

活
動
し
た
り
、
学
校
で
地
域
の
人
た
ち
に
学
習
を
支
援
し
て
い
た
だ
い

た
り
し
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
生
徒
が
自
ら
の
学
習
課
題
を
意
識
し
、
自
ら
学
び
考
え
よ
う
と
す

る
時
、
体
中
か
ら
意
欲
が
あ
ふ
れ
、
輝
い
て
い
ま
す
。
未
来
と
い
う
「
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
」
で
輝
く
生
徒
を
目
指
し
て
い
ま
す
。  

「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
」
で
輝
く
生
徒
た
ち

体
験
を
通
し
て
育
つ
豊
か
な
心

家
庭
・
地
域
・
学
校
・
み
ん
な
で
共
育

立川第二中学校
生徒数508人
曙町3-29-46 �523-4338

　
三
中
で
は
、
自
己
表
現
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
豊
か
な

人
間
性
、
生
き
る
土
台
と
な
る
基
礎
学
力
を
子
ど
も
た
ち
に
育
て
た
い

力
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。
特
に
今
年
度
は
、
子
ど
も
た
ち
の
「
自
己
表

現
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
を
育
て
る
こ
と
に
重
点
を
お
い

た
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
象
徴
的
な
取
り
組
み
が
、
地

域
と
と
も
に
行
う
意
見
発
表
会
で
す
。
全
校
発
表
会
で
は
、
保
護
者
の

方
や
青
少
健
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
方
々
の
前
で
９
人
の
生
徒
た
ち

が
各
自
の
課
題
に
つ
い
て
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
三
中

は
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
の
三
者
に
よ
る
共
通
の
願
い
を
大
切
に
し
、

日
々
の
教
育
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

立川第三中学校
生徒数438人
羽衣町3-25-6 �523-4348

　
４
月
か
ら
二
学
期
制
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
数
学
科
で
は
少
人
数
授
業

（
生
徒
が
内
容
を
選
ぶ
習
熟
度
別
編
成
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
「
社
会

人
や
高
校
の
先
生
に
よ
る
授
業
（
選
択
教
科
や
総
合
学
習
等
）
」
も
増
え

て
、
校
外
で
は
「
企
業
や
N
P
O
法
人
等
の
団
体
」
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
や
商
店
街
の
皆
様
方
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
「
職
場

体
験
」
等
を
通
し
て
地
域
の
皆
様
方
と
の
ふ
れ
あ
い
を
と
て
も
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
」
の
一
環
と
し
て
『
一
中

倶
楽
部
』
を
月
二
回
の
土
曜
日
午
前
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
行
っ
て
い

る
の
は
「
数
学
学
習
教
室
」
で
、
地
域
の
社
会
人
や
大
学
生
の
方
が
講
師

で
す
。

立川第一中学校
生徒数388人
柴崎町1-3-4 �523-4328

　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
中
心
に
「
命
を
大
切
に
す
る
心
」
を
育
て
る

教
育
を
進
め
、
「
生
命
誕
生
の
神
秘
」
や
「
命
の
重
さ
」
を
知
り
、
「
自

分
の
命
」
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
環
境
汚
染
・
援

助
交
際
・
路
上
生
活
者
襲
撃
な
ど
社
会
の
課
題
を
考
え
さ
せ
、
「
他
人
の

命
」
も
大
切
に
す
る
心
を
育
て
ま
す
。
ま
た
、
一
年
生
は
、
地
域
の
子
育

て
中
の
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
１０
組
に
来
て
い
た
だ
き
、
「
生
命
の
誕
生

の
喜
び
や
子
育
て
の
苦
労
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
二
年
生
は
立
川
保

健
所
の
保
健
師
さ
ん
を
招
い
て
「
性
＝
生
き
る
こ
と
」
に
つ
い
て
学
習
し

ま
し
た
。
三
年
生
は
立
川
消
防
署
の
人
に
人
工
呼
吸
法
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
法
を
学
び
、
実
際
に
他
人
の
命
を
救
う
手
立
て
を
身
に
付
け
ま
し
た
。

立川第八中学校
生徒数143人
富士見町7-24-1 �526-2007

自然や人とのふれあいの中で、自然や人とのふれあいの中で、
　　豊かな心を育んでいます　　豊かな心を育んでいます
自然や人とのふれあいの中で、自然や人とのふれあいの中で、
　　豊かな心を育んでいます　　豊かな心を育んでいます
自然や人とのふれあいの中で、
　　豊かな心を育んでいます

特色ある教育に取り組む中学校の姿

「たっち」創刊号では、市内小学校の紹介をしました。

今回は、市内全中学校9校の特色ある教育活動を紹介

します。今、中学校教育は大きく生まれ変わってい

ます。確かな学力と豊かな人間性、健康・体力を育

成していくため、様々な教育活動が行われています。

九中農園・落花生の収穫いかだ流し・運動会１年農業体験学習

職場体験学習

生命の誕生の喜びや子育ての苦労について学ぶ 「琴の演奏」（選択教科「音楽」）

社会福祉協議会の方との授業

地域とともに進める意見発表会

豆腐屋さんで実習する２年生

立
川
七
中
二
年

藤
元
絵
美
里
さ
ん
が

市
長
賞
を
受
賞

第
二
十
三
回
中
学
生
の
主
張
大
会

問

最

近

の

中

学

校

教

育

最

近

の

中

学

校

教

育

最

近

の

中

学

校

教

育

最

近

の

中

学

校

教

育

最

近

の

中

学

校

教

育

新
し
い
教
育
課
程
に
よ
り
、中
学
校
教
育
は
こ
れ
ま
で
の
姿
と
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

広
が
る
選
択
学
習

相

対

評

価

か

ら

絶

対

評

価

へ

　

二
学
期
制
の
導
入

に
つ
い
て
　
　
　

部
活
動
の
変
化
に

つ
い
て
　
　
　
　

※生徒数は平成15年10月1日現在
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中
央
公
民
館
で
は
、
学
校
週
５
日
制

に
伴
い
、
子
ど
も
た
ち
の
余
暇
の
充
実

と
居
場
所
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
幼

児
や
小
学
生
向
け
の
劇
や
映
画
の
催
し

を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
月
第
２
土
曜
日
の
午
前
中
に
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
中
央
公
民
館
講
堂
に

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
予
定
は
次
の

と
お
り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
１２
月
１３
日
（
土
）
人
形
劇
団
「
こ
っ

こ
座
」
　
　
　
　
　
　

　
１
月
１０
日
（
土
）
映
画
「
ス
チ
ュ
ア

ー
ト
・
リ
ト
ル
」
日
本
語
版
　
　
　
　

　
２
月
１４
日
（
土
）
映
画
会
「
忍
た
ま

乱
太
郎
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
３
月
１３
日
（
土
）
児
童
劇
　
ダ
ン
ス

グ
ル
ー
プ
「
ぱ
ぺ
っ
と
」
　
　
　
　
　

　
　
中
央
公
民
館
�（
５
２
４
）２
７
４

２

　
柴
崎
市
民
体
育
館
と
泉
市
民
体
育
館

プ
ー
ル
は
、塩
素
に
頼
ら
な
い
殺
菌
剤

に
よ
る
方
式
に
切
り
替
わ
り
ま
し
た
。

新
し
い
方
式
で
は
、利
用
者
の
目
や
肌

へ
の
刺
激
が
軽
減
さ
れ
、利
用
後
の
髪

の
パ
サ
パ
サ
感
も
な
く
な
り
、皮
膚
の

弱
い
方
で
も
安
心
し
て
ご
利
用
に
な
れ

ま
す
。

　
両
プ
ー
ル
と
も
、個
人
で
自
由
に
泳

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、体
育
館
ま
た

は
立
川
市
水
泳
協
会
主
催
の
水
泳
教
室

に
参
加
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
、

市
民
体
育
館
プ
ー
ル
を
体
験
し
て
、健

康
づ
く
り
に
お
役
立
て
下
さ
い
。　
　

●
利
用
時
間
　
１０
時
〜
２１
時（
１０
月
か

　
ら
５
月
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
利
用
料
金
　
２
時
間
４００
円

　
３
歳
〜
中
学
生
２
時
間
１００
円
　

●
休
館
日
　

　
柴
崎
市
民
体
育
館（
毎
週
月
曜
日
）　

　
泉
市
民
体
育
館（
毎
週
木
曜
日
）　
　

　
　
柴
崎
市
民
体
育
館
�（
５
２
３
）５

７
７
０
　
泉
市
民
体
育
館
�（
５
３
６
）

６
７
１
１
　
水
泳
協
会
�（
５
２
８
）３

１
９
０

　
平
成
１６
年
４
月
に
「
新
生
小
学
校
」

が
開
校
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
多
摩
川
小

学
校
と
南
富
士
見
小
学
校
の
統
合
に
よ

る
も
の
で
す
。

　
現
在
、
「
新
校
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

に
も
と
づ
き
、
新
校
と
な
る
現
南
富
士

見
小
学
校
の
改
修
工
事
の
実
施
設
計
作

業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
改
修

工
事
は
、
４
月
か
ら
１
年
間
を
か
け
て

実
施
し
ま
す
。
古
い
窓
枠
を
取
り
替
え
、

空
調
機
器
を
整
え
、
教
室
の
オ
ー
プ
ン

化
を
図
り
ま
す
。

　
こ
の
間
、
「
新
生
小
学
校
」
は
、
仮

校
舎
と
し
て
現
多
摩
川
小
学
校
を
１７
年

３
月
ま
で
使
用
し
、
そ
の
後
、
改
修
さ

れ
た
新
校
舎
に
移
り
ま
す
。

　
「
新
生
小
学
校
」
の
ス
タ
ー
ト
に
あ

た
り
、
両
校
の
児
童
が
楽
し
く
ス
ム
ー

ズ
に
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
本
年
度
は
様
々
な
交
流
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
新
校
が
よ
い
学

校
と
な
る
よ
う
に
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　
　
教
育
委
員
会
事
務
局
・
内
線
３
９

０

　
１０
月
１６
日
に
第
九
小
学
校
で
立
川

警
察
署
の
協
力
を
得
て
、
「
学
校
１１０

番
通
報
訓
練
」
を
行
い
ま
し
た
。
不

審
者
が
校
舎
の
中
に
入
っ
て
き
た
場

合
を
想
定
し
て
、
先
生
の
指
示
を
よ

く
聞
き
、
子
ど
も
た
ち
は
安
全
に
す

ば
や
く
避
難
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

先
生
方
は
、
不
審
者
か
ら
子
ど
も
た

ち
を
守
り
避
難
さ
せ
た
あ
と
、
警
察

へ
の
通
報
や
警
察
が
到
着
す
る
ま
で

の
不
審
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
訓
練

を
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
に
は
、
家

庭
・
地
域
・
学
校
と
あ
ら
ゆ
る
場
で

大
人
が
見
守
り
、
保
護
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
市
立
の
全
小
・
中
学
校

で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
か
ら
守

る
た
め
の
「
安
全
・
安
心
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
」
を
配
布
し
ま
し
た
。
危
な

い
目
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
た
り
、

危
な
い
目
に
遭
っ
た
と
き
に
大
き
な

声
を
出
し
た
り
、
「
子
ど
も
１１０
番
」

の
家
や
近
く
の
家
に
逃
げ
込
む
な
ど

学
校
で
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
家
庭

や
地
域
で
も
学
校
か
ら
の
便
り
等
を

参
考
に
し
て
、
日
頃
よ
り
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
指
導
や
声
が
け
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
　
指
導
課
・
内
線
２
３
９

　
超
高
齢
社
会
と
い
わ
れ
る
人
生
八
十

年
時
代
、
生
涯
学
習
は
定
年
後
に
や
る

こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
教

育
か
ら
、
個
人
の
自
発
的
な
学
び
を
生

か
し
た
生
涯
学
習
へ
と
、
時
代
が
流
れ

る
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
が
成

果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
立
川
市
で
は
、
平
成
七
年
に
、
様
々

な
特
技
や
免
許
を
持
っ
た
方
を
「
生
涯

学
習
指
導
協
力
者
」
と
し
て
登
録
し
、

市
内
の
団
体
や
サ
ー
ク
ル
・
グ
ル
ー
プ

等
が
主
催
す
る
講
座
や
学
習
会
の
先
生

を
し
て
も
ら
う
制
度
を
発
足
さ
せ
ま
し

た
。
生
涯
学
習
意
欲
の
高
ま
る
中
で
、

関
連
施
設
の
整
備
は
さ
れ
て
も
指
導
者
・

講
師
の
確
保
が
課
題
で
し
た
。

　
プ
ロ
や
専
門
家
で
は
費
用
が
高
額
で

依
頼
は
困
難
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
市
民
同
士
が
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分

野
を
生
か
し
て
教
え
あ
う
こ
と
で
生
涯

学
習
を
も
っ
と
身
近
で
親
し
め
る
も
の

に
し
よ
う
と
「
市
民
リ
ー
ダ
ー
登
録
制

度
」
が
で
き
ま
し
た
。
分
野
別
の
登
録

人
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
○
文
芸
７
○
語
学
８
○
絵
画
９
○
工

芸
２６
○
書
道
１
○
音
楽
２５
○
舞
踊
８
○

作
法
９
○
服
飾
３
○
手
芸
７
○
料
理
１１

○
産
業
・
経
済
２
○
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
１２

○
歴
史
・
民
俗
５
○
現
代
社
会
１
○
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
３
○
映
像
１
○
自

然
科
学
５
○
福
祉
３
○
保
健
・
衛
生
３

○
趣
味
・
レ
ジ
ャ
ー
９
○
そ
の
他
２
○

球
技
２
○
ダ
ン
ス
５
○
健
康
・
体
操
１０

　
合
計
で
文
化
部
門
９０
種
目
１５０
人
、
ス

ポ
ー
ツ
部
門
１１
種
目
１７
人
で
す
。

　
延
べ
１６７
人
の
市
民
リ
ー
ダ
ー
が
声
の

か
か
る
の
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
二
月
頃
に
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

ア
イ
ム
で
「
た
ち
か
わ
生
涯
学
習
市
民

リ
ー
ダ
ー
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
て
講
座

や
展
示
を
通
し
て
こ
の
制
度
の
周
知
と

活
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。

●
申
込
方
法
　
講
座
学
習
会
の
日
程
や

　
場
所
、
内
容
が
決
ま
っ
た
ら
所
定
の

　
申
込
用
紙
で
生
涯
学
習
課
情
報
コ
ー

　
ナ
ー
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
生
涯
学
習
課
・
内
線
６
１
０
１

　
市
民
が
行
う
学
習
会
な
ど
に
市
の
職

員
を
派
遣
し
、
市
政
や
ま
ち
づ
く
り
な

ど
に
つ
い
て
説
明
や
解
説
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
講
座
内
容
は
、
市
政
全
般
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
部
の
教
育
関
係

を
ご
紹
介
す
る
と
次
の
と
お
り
で
す
。

　
・
通
学
区
域
の
緩
和
　

　
・
教
育
改
革
の
取
り
組
み
　

　
・
給
食
か
ら
の
食
教
育

　
・
生
涯
学
習
の
す
す
め

　
・
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

　
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
施
策

　
・
講
座
を
企
画
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
・
図
書
館
の
上
手
な
利
用

●
対
象
　
市
民
等
で
構
成
す
る
十
人
以 

　
上
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ

●
出
前
す
る
日
時
　
原
則
と
し
て
平
日

　
の
午
前
十
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
の

　
お
お
む
ね
九
十
分

●
会
場
　
主
催
者
が
手
配
し
た
会
場

●
費
用
　
無
料
。
た
だ
し
、
材
料
費
等

　
実
費
は
、
主
催
者
が
負
担

●
注
意
事
項
　
講
座
は
苦
情
や
要
望
を

　
受
け
る
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

　
営
利
・
宗
教
・
政
治
活
動
を
目
的
と
し

　
て
い
る
場
合
に
は
派
遣
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
込
方
法
　
日
程
や
場
所
、
内
容
な

　
ど
を
事
前
に
相
談
の
う
え
、
開
催
予

　
定
日
の
二
十
日
前
ま
で
に
所
定
の
申

　
込
用
紙
で
担
当
課
へ
お
申
込
み
く
だ

　
さ
い
。
詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
へ
。

　
　
生
涯
学
習
課
・
内
線
６
１
０
１

古紙配合率100％再生紙を使用しています 問申・・・申し込み ・・・問い合わせ凡例

問
「
土
曜
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
場
」

身
体
に
優
し
い
泉
・
柴
崎

身
体
に
優
し
い
泉
・
柴
崎

市
民
体
育
館
プ
ー
ル

市
民
体
育
館
プ
ー
ル

身
体
に
優
し
い
泉
・
柴
崎

身
体
に
優
し
い
泉
・
柴
崎

市
民
体
育
館
プ
ー
ル

市
民
体
育
館
プ
ー
ル

身
体
に
優
し
い
泉
・
柴
崎

市
民
体
育
館
プ
ー
ル

問

　
図
書
館
で
は
、
ご
希
望
の
本
を
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
「
リ
ク
エ
ス

ト
サ
ー
ビ
ス
」
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

お
探
し
の
本
を
お
気
軽
に
カ
ウ
ン
タ
ー

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
館
内
の
利
用
者

端
末
や
立
川
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、

市
内
全
図
書
館
所
蔵
の
資
料
が
一
覧
で

き
ま
す
。

　
ご
希
望
の
本
が
な
い
時
や
貸
出
中
の

時
に
は
リ
ク
エ
ス
ト
を
し
て
く
だ
さ
い
。

リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
に
書
名
・
著
者
名
・

出
版
社
な
ど
分
か
る
範
囲
で
ご
記
入
い

た
だ
け
れ
ば
、
他
の
図
書
館
か
ら
取
り

寄
せ
が
で
き
ま
す
。
ま
た
貸
出
中
の
時

に
は
返
却
次
第
貸
し
出
し
ま
す
。

　
な
お
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
暗
証
番
号
の

登
録
を
さ
れ
る
と
、
市
内
図
書
館
の
本

が
貸
出
中
の
時
に
、
館
内
端
末
や
自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
予
約
が
で
き
ま
す
。

　
図
書
館
で
は
、
本
が
な
い
場
合
に
は
、

新
た
に
購
入
し
た
り
、
都
立
図
書
館
や

都
内
の
市
区
の
図
書
館
か
ら
借
用
し
た

り
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
リ
ク
エ
ス
ト
が
延
べ
６
５
 

８
１
１
件
、
借
用
し
た
本
は
都
立
図
書

館
か
ら
３ 

５
２
０
件
、他
市
か
ら
１ 

４

９
８
件
あ
り
、
全
リ
ク
エ
ス
ト
の
約
７ 

６
パ
ー
セ
ン
ト
を
都
や
他
市
か
ら
借
用

し
ま
し
た
。

　
特
別
な
本
は
、
国
立
国
会
図
書
館
か

ら
も
借
用
が
で
き
ま
す
が
、
国
会
図
書

館
の
資
料
は
貸
し
出
し
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
館
内
で
の
閲
覧
の
み
で
す
。

　
時
に
は
、
都
内
に
な
く
、
著
者
の
出

身
地
の
図
書
館
か
ら
取
り
寄
せ
て
貸
し

出
す
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
図
書
館
で
は
、
読
み
た
い
本
が
図
書

館
に
な
く
て
も
、
で
き
る
限
り
市
民
の

皆
様
の
ご
要
望
に
応
え
る
よ
う
努
力
し

て
い
ま
す
。
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
　
中
央
図
書
館
�
（
５
２
６
）
６
８

０
０

,

,

,
.

問

問問

問

市
民
リ
ー
ダ
ー
の
活
用
を

い
き
い
き
た
ち
か
わ
　
　

　
　
出
前
講
座
の
活
用
を

　
幸
町
の
平
成
新
道
に
隣
接
す
る
川

越
道
緑
地
古
民
家
園
内
に
あ
る
小
林

家
住
宅
は
、
江
戸
時
代
（
１
８
５
２

年
）
に
旧
砂
川
九
番
に
建
築
さ
れ
、

そ
の
後
改
築
さ
れ
て
い
た
も
の
を
平

成
５
年
に
現
在
の
場
所
に
移
築
し
、

建
築
当
時
の
入
母
屋
造
の
茅
葺
き
屋

根
に
復
元
し
た
も
の
で
す
。

　
土
間
を
除
い
た
６
部
屋
で
構
成
さ

れ
る
六
間
型
の
内
部
様
式
は
、
砂
川

村
の
中
で
も
有
数
の
豪
農
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
お
り
、
特
に
母
屋
北

西
に
配
置
さ
れ
た
「
お
く
」
の
間
に

あ
る
床
の
間
・
違
い
棚
・
書
院
な
ど

の
座
敷
飾
り
は
、
当
時
の
武
家
屋
敷

に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
高
い
格
式
を
も

ち
、
小
林
家
住
宅
は
市
の
有
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
園
内
は
無
料
で
自
由
に
見
学
が
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
古
民
家
園

を
訪
れ
て
み
て
江
戸
時
代
の
砂
川
村

の
雰
囲
気
に
ふ
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

●
場
所
　
幸
町
４
―
６５

●
開
園
時
間
　
午
前
９
時
か
ら
午
後

　
４
時
３０
分
ま
で

●
休 

園 

日 

　
毎
週
月
曜
日
（
祝
日

　
の
場
合
は
翌
日
）
と
年
末
年
始

●
入 

園 

料
　
無
料

●
交
通
　
立
川
駅
北
口
か
ら
バ
ス
幸

　
町
団
地
行
で
終
点
「
幸
町
団
地
」

　
下
車
徒
歩
５
分

　
　
歴
史
民
俗
資
料
館
�
（
５
２
５
）

０
８
６
０

問問

生
涯
を
通
し
て
学
び
続
け
よ
う

生
涯
を
通
し
て
学
び
続
け
よ
う

生
涯
を
通
し
て
学
び
続
け
よ
う

守
ろ
う
「
子
ど
も
の
安
全
」

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

「
安
心
し
て
暮
せ
る
ま
ち
・
立
川
」

い

り

も

や

づ

く

り

か

や

ぶ

お

も

や

と
こ

ま

ち
が

だ
な

し
ょ
い
ん

ざ
し
き
か
ざ
り


